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研究成果の概要（和文）：日本の古き良き時代の集落の要件が今も生き続ける離島地域に注目して、日本型ｻｽﾃｨ
ﾅﾌﾞﾙｺﾐｭﾆﾃｨの原則を見出すことを目的とした。
人口、産業、生活基盤施設の維持や改善がみられる離島において「共同体、産業、交通、土地家屋、ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰ
ｽ、境界、ｿﾞｰﾆﾝｸﾞ、生活空間」の8項目を支える「施設」や「社会規範・慣習」について現地調査した。共通項
として、集落外から人を受け入れる仕組みがあり、古くからの規範を継承しながら生活環境を更新してきたこ
と、組織や慣習を時代に合わせて転換する柔軟性が確認できた。その結果、新たな産業の育成や人材の獲得に成
功し、人も環境も慣習も更新されていることがわかった。

研究成果の概要（英文）：The study is on remote islands where the good old days’ conditions and 
atmosphere are still persistent. By analyzing the characteristics of those islands, this research 
aims to draw principles of the sustainable community for Japanese villages. 
The survey was conducted only on the remote islands where population, industry, and infrastructure 
were maintained or improved. The survey has two parent categories "existing facilities" and "social 
norms and customs", those are subcategorized by eight elements "community, industry, transportation,
 land and housing, open spaces, boundaries, zoning, and living spaces."
This research found the healthy communities have three thing in common: have a system of accepting 
people from outside the village, have been renewing one's living environment by inheriting old 
norms, have the flexibility to change organizations and customs to suit the times.

研究分野： 都市計画・地域計画

キーワード： 離島　集落　産業　生活　共同体　オープン・スペース　サスティナブル・コミュニティ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、持続可能な離島の分析を通して、日本の風土や価値観に基づいたサスティナブル・コミュニティの要
件の明らかにしようとした点に、新規性があり学術的意義がある。
そのなかで、コミュニティ内には、辻や境内、公民館といった、そこに行けば誰かがいるといった象徴的なオー
プンスペース（共有空間）が必ずあることや、コミュニティの境界が慣習や地形により維持されていると、その
密度や中心性が保たれることなど、「共同体、産業、交通、土地家屋、オープンスペース、境界、ゾーニング、
生活空間」それぞれについて、現在の都市や地域計画に応用できる知見が得られており、社会的意義もあると考
えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近代日本都市計画の基本的な考え方や手法並びにデザインセオリーの多くは欧米のそれに大き
な影響受けてきた。特に，成長戦略の下で都市化をある部分で容認してきた米国において，こ
れまでの都市計画の「限界」が課題として顕在化してきた現象に，現在の日本は，自らが抱え
る課題と重ね合わせる面が多いと考えた。その米国で見直されたのは，旧来のコミュニティ（集
落）が備えていたサスティナブルな思想やデザインセオリーであり，古き良き時代の地域のあ
り方から持続可能な地域づくりのヒントを得ようとしたアワニー等の原則が複数提言されてい
る。また，昨今の日本における国土計画のトピックスとして，コンパクトシティ，職住近接，
過大な拡張を制御する自然環境保全等々が登場するが，これらはなにも新しいことではない。
古くから残る日本の集落でも，これらは叶えられていたと考えられる。 
著者は過去の全国離島の調査※１の過程で，囲繞型の集落においては，地域のくらし方と関連す
る一定の集落構成の傾向があり，それらが現在も必然として残っていることを確認している。
その必然たる事由を明らかにすることで，欧米型ではない日本の風土や文化を基壇とする日本
型サスティナブル・コミュニティの要件を，離島集落の調査から導きだしたいと考えるに至った。 
※１：姫野由香・牧田正裕，規模・基盤・産業・行政施策の経年変化にみる離島の構造特性と類型化－地方における自

立的地域運営・経営に関する研究－，平成 21 年度国土政策関係研究支援事業研究成果報告書（国土交通省） 
 
２．研究の目的 
本研究では，日本の古き良き時代の集落の要件が，住民の利用により，今も生き続ける地域と
して離島地域に注目し，そこから見出される要件を精査することで，日本型サスティナブル・
コミュニティの原則を見出すことを目的としている。 
 
３．研究の方法 
（1）近代の都市論や良好な都市の要件や，集落構成の研究が，如何なる「視点」や「指標」

に基づき，論じられているのかを分析し，持続可能な地域の要件を分析する際の視点（調査
項目）の一助とした。主に離島や囲繞型の中山間地域を対象としたケーススタディにより，
得られた視点（調査項目）を精査し，決定した。 

（2）既往研究成果※1と離島統計年報を活用し，人口規模や産業，生活基盤施設が維持または向上
傾向にある離島を選定し，その風土（地形や気候），地域性により，研究地域を絞り込んだ。 

（3）（2）で選定した研究地域において，空間解析などの綿密な環境調査を実施することで，
対象地域にみられるサティナブルな集落構成と，それを構成する要素を明らかにする。 

（4）また，（3）で明らかとなった特徴的な集落構成を支える社会的基盤が，如何なる要件（体
制や主体，あるいは慣習や産業）によって維持され，また変遷してきたのかを調査した。 

（5）最後に，近代の都市論の視点（1）や日本の離島集落調査から得られる（3）（4）の視点から，
日本型サスティナブル・コミュニティの要件を整理し，今後の地域づくりに有益な知見を得た。 

 
４．研究成果 
（１） 都市論や集落地理学におけるコミュニティを評価する視点 
近代に提唱された都市論と集落地理学の双方の視点から，社会共通資本としての集落構成を分
析するための評価指標を検討した。さらに，これら文献調査に加え，複数離島でのヒアリング
調査とケーススタディにより，集落における生活・生業に関する規範意識や慣習等の社会関係
資本に関する評価指標を検討した。その結果「共同体，産業，交通，土地家屋，オープン・ス
ペース，境界，ゾーニング，生活空間」の 8つを，離島調査の評価指標として設定した。 
 
（２） 調査対象離島の選定と概要 
離島の生活や生業，慣習は，風土や地理的条件等によって多様である。そのため，離島におけ
るサステイナブル・コミュニティの要件を明らかにするためには，様々なタイプの離島におけ
るケーススタディを蓄積する必要があると考えた。そこで，離島統計年報を用いて，大部分の
離島が減少傾向を示す 1975 年以降も，数値を維持・改善させている有人離島 56 島を抽出した。 
それら離島の，人口や世帯数などの【基本属性】，学校（生徒数）や診療所（従事者数），交通
施設（就航状況や道路整備率）などの【生活基盤】，農業や水産業，観光業に関する【産業構造】
の 3 つの指標注1）の増減や維持の程度を，全国の離島の平均と比較しながら，4 つのタイプ注2）

に分類した。さらに，その 4 つのタイプと地理条件注 3）をクロス集計することで，多様なタイ
プのケーススタディ離島を 4島選定した。 
選定した離島は「人口産業生活基盤安定型×孤立型離島」の鹿児島県黒島，「産業安定型×群島
型離島」の長崎県小値賀島，「生活基盤安定型×内海・本土近接型離島」の三重県答志島，「人
口安定型離島」の長崎県度島である。４つの離島の概要を図 1～4，表 1～4に示す。 
 
（３） 各離島を支える社会共通資本と社会関係資本 

選定した離島を支える社会共通資本と社会関係資本について，文献調査に加え，現地踏査とヒ

アリング調査を行った。紙面の都合上，本節では，三重県答志島を例に分析の過程を説明する。 

図 2に示す通り，答志島には答志，和具，桃取の 3つの集落があるが，生活基盤施設が集中し，

主産業である漁業従事者が最も多い「答志地区」を主な調査対象とした。 



○答志島を支える社会共通資本 

評価指標 8つのうち，社会共通資本に関係する 5項目について，現地調査を行った。 

【ゾーニング】答志地区内には，商店や飲食店などの商業施設と，住居が混在している（図 5）。

しかし，卸売市場などの漁業関連施設は海岸沿いに設けられており，鳥羽市役所出張所などの

公共施設は，集落の山手側の入り口に設けられている。そのため，集落の外縁部に，公共施設

や生業の場が偏っている。 

【オープン・スペース】漁港付近は，住民同士の日常的なコミュニケーションの場であることが

わかった。また，漁業の神を祀る「八幡神社」や，「神祭注 4）」で利用される「神事の舞台」は，

住民の慣習を支える場所である。集落内の路地も日常的なオープン・スペースといえる（図 5）。 

【交通】答志地区の道は，地区内に張り巡らされた路地と，集落間を結び，自動車が通る幹線道

路の 2種類がある（図 5）。幹線道路は，地区の外縁部に整備されている（図 5）。路地は，住民

の生活や生業に関する作業場や，日常の立ち話，神祭の参道など，通行以外の利用用途が確認

できた（図 5）。 

【生活空間】家屋は密集して建てられており，住民は，玄関先や路地で，生活や生業に関する作

業を行っている（図 5）。上水道が整備される 1953 年までは，井戸の周囲でも生活行為があっ

たが，現在ではほとんど確認できない（図 5）。 

【境界】海や山などの地形によって，集落の境界が決まっていることで，無秩序な拡張はなく，

集落内は高密度なままである（図 5）。また，地区内の路地に沿って，住民組織が「西世古」，「中

世古」，「東世古」の 3つに分かれている（図 5）。これによる心理的な境界が，地区内のコミュ

ニティの結束を保持していた。 

図 1 黒島の概要 図 2 答志島の概要 

表 2 答志島の基本属性，生活基盤，産業構造の推移 

2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率

3018 2349
-22.2%

（維持）
758 778

+ 2.6%

（増加）
3 3

0%

（維持）
265 113

-33.6%

（維持）

2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率

44.5 56
+ 25.9%

（増加）
26 36

+ 38.5%

（増加）
3 3

0%

（維持）
6 11

+ 83.3%

（増加）

2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率

5.9 ―
-100%

（減少）
2794.6 2327.6

-16.7%

（維持）
1418 1088

-23.3%

（減少）
188 155.1

-17.5%

（減少）

全離島平均　+ 10.0％

全離島平均　ｰ46.5％ 全離島平均　ｰ23.8％ 全離島平均　ｰ11.5％ 全離島平均　+ 80.8％

全離島平均　-20.0％全離島平均　ｰ29.9% 全離島平均　ｰ17.7％

農業生産額（百万円） 水産業生産額（百万円） 宿泊能力(人) 観光客数（人）

全離島平均　+ 1.3％ 全離島平均　+ 2.2％ 全離島平均　+ 1.1％

基本属性

産業構造

人口（人） 世帯数（世帯）

生活基盤

学校数（校） 総生徒数（人）

道路整備率（％） 就航状況 医療施設数（軒） 医療従事者数（人）

全離島平均　-34.5％

生活基盤

表 1 黒島の基本属性，生活基盤，産業構造の推移 

2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率

203 163
-19.7%

（維持）
103 94

-8.7%

（維持）
4 4

0%

（維持）
32 30

-6.25%

（維持）

2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率

84.1 89.9
+ 7.0%

（増加）
0.86 0.86

０%

(維持)
2 2

0%

（維持）
2 2

0%

（維持）

2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率

63.6 110.1
+ 73.1%

（増加）
1.3 4.3

+ 230%

（増加）
84 80

-4.8%

（維持）
2.6 2.9

+ 11.5%

（維持）

農業生産額（百万円） 水産業生産額（百万円） 宿泊能力(人) 観光客数（人）

全離島平均　ｰ46.5％ 全離島平均　ｰ23.8％ 全離島平均　ｰ11.5％ 全離島平均　+ 80.8％

医療従事者数（人）

全離島平均　+ 1.3％ 全離島平均　+ 2.2％ 全離島平均　+ 1.1％ 全離島平均　+ 10.0％

基本属性 生活基盤

人口（人） 世帯数（世帯） 学校数（校） 総生徒数（人）

全離島平均　ｰ29.9% 全離島平均　ｰ17.7％ 全離島平均　-20.0％ 全離島平均　-34.5％

生活基盤

道路整備率（％） 就航状況 医療施設数（軒）

産業構造

図 3 小値賀島の概要 

表 3 小値賀島の基本属性，生活基盤，産業構造の推移 

2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率

2983 2335
-21.7%

（維持）
1211 1151

-5.0%

（維持）
4 3

-25.0%

（減少）
429 195

-54.6%

（減少）

2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率

79.4 79.2
-0.2％

（減少）
28.5 28.25

-0.9％

（減少）
3 2

-33.0％

（減少）
13 14

-7.7％

（維持）

2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率

541.5 435.8
-19.5％

（維持）
744.5 810.1

+ 8.8％

（増加）
148 126

-14.9％

（減少）
19.2 36.1

+ 88.0％

（増加）

全離島平均　ｰ46.5％ 全離島平均　ｰ23.8％ 全離島平均　ｰ11.5％ 全離島平均　+ 80.8％

産業構造

農業生産額（百万円） 水産業生産額（百万円） 宿泊能力(人) 観光客数（人）

道路整備率（％） 就航状況 医療施設数（軒） 医療従事者数（人）

全離島平均　+ 1.3％ 全離島平均　+ 2.2％ 全離島平均　+ 1.1％ 全離島平均　+ 10.0％

全離島平均　ｰ29.9% 全離島平均　ｰ17.7％ 全離島平均　-20.0％ 全離島平均　-34.5％

生活基盤

基本属性 生活基盤

人口（人） 世帯数（世帯） 学校数（校） 総生徒数（人）

図 4 度島の概要 

表 4 度島の基本属性，生活基盤，産業構造の推移 

2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率

971 784
-19.3%

（維持）
257 249

-3.1%

（維持）
2 2

0％

（維持）
126 83

-34.1%

（減少）

2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率

92.6 94.5
+ 2.0％

（増加）
8 4

-50.0％

（減少）
1 1

0％

（維持）
3 3

0％

（維持）

2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率 2005年 2015年 増減率

21.4 28.7
+ 34.1％

（増加）
197.2 117.3

-40.5％

（減少）
38 25

-34.2％

（減少）
188 155.1

-17.5%

（減少）

全離島平均　ｰ46.5％ 全離島平均　ｰ23.8％ 全離島平均　ｰ11.5％ 全離島平均　+ 80.8％

産業構造

農業生産額（百万円） 水産業生産額（百万円） 宿泊能力(人) 観光客数（人）

基本属性 生活基盤

人口（人） 世帯数（世帯） 学校数（校） 総生徒数（人）

全離島平均　ｰ29.9% 全離島平均　ｰ17.7％ 全離島平均　-20.0％ 全離島平均　-34.5％

生活基盤

道路整備率（％） 就航状況 医療施設数（軒） 医療従事者数（人）

全離島平均　+ 1.3％ 全離島平均　+ 2.2％ 全離島平均　+ 1.1％ 全離島平均　+ 10.0％



○答志島を支える社会関係資本 

8 つの評価指標のうち，主に社会関係資本に関連する 3 つの項目ついて，ヒアリング調査や文

献調査を行った。 

【共同体】前述した「世古」は，さらに 10 組ほどの組で構成されている。組では，積立金をし

て，冠婚葬祭時の資金にしたり，「祷屋祭注 5）」の際には，組の接待役の家で直会を行ったりし

ている。また「寝屋子制度」という，一定年齢の 5～8人の男子を，寝屋子として世話役の寝屋

親が預かり，面倒を見る慣習がある。この単位は，組や世古に関係なく構成されており，現在

は，進学や就職を機に島を離れる若者も多いが，正月や盆で帰省した際に，寝屋親の元で過ご

すなど，形態を変化させながらも，仕組みを継承している。このように，住民が複数のコミュ

ニティに重複して所属して，年齢や性別を超えた共同関係を築いていた。 

【産業】漁協では，1992 年から毎週土曜日を休漁日としている。これにより労働環境が向上し，

後継者確保が可能になっただけでなく，休漁による資源保護にも繋がっている。また，2014 年

から，個々人で行っていた海苔の養殖加工を，共同で行うことで，海苔の品質が安定し，価格

も向上した。さらに，養殖と加工を分業制にすることで，新たな雇用が生まれている。また，

観光客の市場見学を受け入れたり，島内の旅館では，市場で仕入れた魚を提供したりするなど，

他産業と連携した（漁観連携）新たな取り組みを行っている。 

【土地・家屋】答志地区では，長男が結婚した際には，結婚後も親と同居することが一般的であ

る。次男以下は独立し分家するが，その際，土地を持っている家族は，新居を建てることもあ

るが，ほとんどの家庭では 3世帯で同居している。 

○答志島の増加傾向にある統計項目とその要因 

表 2にもあるように,答志島では道路整備率,就航状況,医療従事者数が,全離島平均と比べて増

加傾向にあり，現在も整備が進められている。医療従事者数増加は,2010 年から 2015 年にかけ

て,週に 1度，常勤医師に代わって非常勤医師が勤務するようになったためであった。また，就

航状況については,鳥羽市のバスや市営定期船の利便性向上のために，公共交通の改革を訴えて

いた市長の当選を機に，定期船が新たに整備されたためであった。 

道路整備率は,島の北部の避難港や,避難港から桃取地区までの漁港関連道が整備されたため，

著しく増加していることが分かった。これらは主に漁業を支えるための基盤整備であり，答志

島の漁業生産額が好調であることが，追い風となっていることがわかる。 

○答志島におけるサスティナブル・コミュニティの要件 

これまでに得られた知見から，答志島の持続可能性を支えている要件を，他の離島ともに表 5

と（４）にまとめる。 

図 5 答志島答志地区の集落構成図 



表 5 各離島のサスティナブル・コミュニティの要件一覧表（共通項目まとめ） 

（４） 離島集落の分析からみえてきたサスティナブル・コミュニティの要件 

本研究では，鹿児島県黒島，三重県答志島，長崎県小値賀島，長崎県度島を対象に， 8 つの項

目をもとに，サスティナブル・コミュニティの要件を検討した。各離島で得られたサスティナ

ブル・コミュニティの要件を表 5にまとめ，複数離島に共通する項目を下線や網掛けで示す。 

【共同体】「住民が複数のコミュニティに所属している」，「コミュニティの形態や仕組み等を，

時代の変化に伴って柔軟に変化させながら継承している」，「コミュニティに外部からの人材や

情報を取り入れる」の 3点が共通の要件であった。 

【産業】「組織内の内部改革を行っていること」，「外部と連携したり，外部からの人や情報を

取り入れる仕組み」，の 2点が共通の要件であった。 

【交通】「集落間を結ぶことで機能補完を可能にする」，「地区内の道路は旧来の形を残したま

ま，幹線道路を設けていること」の 2点が共通していた。 

【土地・家屋】「旧来の土地利用を維持したまま，建物を更新する」が共通の要件であった。 

【オープン・スペース】「日常的なコミュニティの場（施設）が存在すること」，「祭事等，集落

間の交流を促進する慣習があり，それを支える空間が整備されている」の 2点が共通であった。 

【境界】「地形による境界によって集落内の密度が保たれている」ことや「地縁やコミュニテ

ィによる心理的な境界の存在」の 2点が要件であった。 

【ゾーニング】については，「集落の密度維持によってミクストユースが実現している」こと，

「旧来のゾーニングを維持しながら建物を更新している」ことが共通の要件であった。 

【生活空間】では「生活空間がコミュニティに開かれており，時には集落外からの人も受け入

れるパブリックスペースとしても利用される」ことが要件として挙げられた。 

つまり，①集落外からの人の流動を受け入れる仕組みや環境があり，それを支えるために，②

古くからの利用のされ方や規範，立地を継承しつつも，生業に関係する施設や広場，家屋とい

った生活環境（施設）を更新してきたこと，③共同体など，産業にかかわる共同組合や組織，

祭事などの慣習を持続させるために，その在り方を，柔軟に転換するなど，挑戦的な取り組み

が確認できた。具体的には，人材不足を補うための，組織の統合や合祀，時代の生活習慣に合

わせた祭事や行事の転換などである。その結果，新たな産業の育成や人材の育成・獲得に成功

し，人も環境も慣習も，更新されていることが分かった。 

注 1）【基本属性】：離島の基本的な要素となる項目（人口・世帯数）【産業構造】：従来，生活の主体としてきた
第一次産業や，近年増加傾向にある観光業等の項目(農業生産額・水産業生産額・観光客数・宿泊施設数・
宿泊可能人数) 【生活基盤】：交通インフラや教育，医療，福祉等の生活をするうえで重要な要素となる項
目（教育施設数・総生徒数・医療施設数・医療従事者数・就航回数・道路整備率） 

注 2）3 つの指標を構成する項目の増減率を算定し，ぞれぞれの指標において増加，維持している項目数が半分以上で
ある場合，その指標について安定的であるとした。その結果，すべての指標において，半数以上の項目が増加・
維持傾向にある離島を「人口・産業・生活基盤安定型離島」とした。また，【基本属性】【産業構造】の指標の半
数以上の項目が増加・維持傾向にある離島を，「産業安定型離島」とした。【基本属性】【生活基盤】の指標の半
数以上の項目が増加・維持傾向にある離島を「生活基盤安定型離島」，それ以外の離島を「人口安定型離島」と
した。 

注 3）【内海・本土近接型離島】本土の中心的な都市から航路 2 時間圏内にあり，かつ航路の欠航がほとんどない
と考えられる離島【外海・本土近接型離島】本土の中心的な都市から航路 1 時間圏内にある内海・本土近
接型以外の離島【群島型離島】本土の中心的な都市から航路 1 時間圏外にある群島【孤立型離島】上記以
外の離島 

注 4）八幡神社の大祭。「お的衆」と呼ばれる人々が，弓引き神事で使われた的を燃やした灰を，神事の舞台まで
運び，住民は灰を奪い合う祭りである。 

注 5）祷屋祭は美多羅志神社の祭り。各組の「ねぎどん」と呼ばれる人の家に神様が来訪すると言われており，
祭事後は組の「トリモチ」と呼ばれる接待役の家で直来が行われる。 
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